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               and Takashi KURITA 
 From the Department of Urology, Kinki University School of Medicine
   The analysis of peripheral blood lymphocytic subpopulations was conducted with 16 bladder 
tumor patients. Lymphocytes were collected centrifugally from the peripheral blood of preopera-
tive patients with bladder tumors, and measured by means of flow cytometry. 
   Among the stages of the bladder tumor patients, there were no clear relationships in the ratio 
between T cells and B cells. However, with the progression in stages a rise in OKT 8, as well 
as the lowering of the OKT 4/OKT 8 ratio were discerned. In relation to pTis, Leu 7 showed 
a higher value than that in other groups with advanced invasion. 
   This suggests that in measurements of lymphocytesubsets in peripheral blood, it will to a 
certain extent be possible to estimate the preoperative immunological competence of bladder tu-
mor patients. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1129-1134, 1989) 
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緒 言
最近の免疫学の進歩は著 しく,宿主の免疫能を種々















2例,pT32例,不 明1例 で あ った.
膀 胱 全摘 術 あ るい は,TUR-bt施 行 前 に,ヘ パ リ
ン採 血 した 対 象 患者 の末 梢 血 を,OKT(Ortho.
Co),お よびLeu(BcctonDickinsonCo.)各モ
ノク ロナ ール 抗体 を用 いflowcytometricanalysis
(SPECTRUM3,0rthoCo.)に よるdirrect
immunoflourenscenceassayにて 測 定 した2).




膀 胱 全 摘 術 お よびTUR-btに よ り切 除 され た 腫瘍
の深 達 度 に お い てpTis～pTlをlowstagc群,
pT2～pT3をhighstage群に 分類 した.
コ ン トロー ル群 と し て は,SpecialRcferencial
Laboratory(SRL)が,正常人80名か ら,各 抗 体 の
陽 性 率 を 測定 し,ホ フ マ ン法 に よ り基 準 値 を 設 定 した




正 常 人 コ ソ ト ロール 群 と比 較 した.コ ン トロー ル群
と膀 胱 腫 瘍 患 者 との 間 に お い て両 者 と も有 意 な 差 を認
め な か った(Fig.1).

































Fig、2,L・u4の1・w…g・ 群 と ・high・t・g・ 群










と の 関 係
間 に,有 意 な差 を 認 め なか った(Fig・2,3)・
2.OKT4,0KT8,0KT4/0KT8ratio
お の お の に つ い て,コ ソ トロー ル群 と膀 胱 腫 瘍 患 老
群 との 関係 を 示 す(Fig.4).OKT4,0KT410KT8
ratioで膀 胱 腫瘍 患 者 群 が,コ ン トロー ル 群 に 比 べ 有
意 に 高値 を示 した.
膀胱 腫 瘍 患 者 のOKT8細 胞 数 につ い て 検 討 す る
と,筋 層 に 浸潤 を認 め た 場 合,末 梢 血 リ ン パ 球 の
OKT8細 胞 数 は著 し く上 昇 した(Fig.5,6).
10%の危 険 率 で あ るが,OKT410KT8ratioは,
浸 潤 性腫 瘍 で は,表 在 性 腫 瘍 に 比 べ 低 値 を 示 し(Fig.
7),さらにpT3と 他 群 を 比 較 す る と,pT3は 他 群
に 比 べ 有意 に低 下 を 示 した(Fig.8).
3.Leu7
コ ソ ト ロール 群 に 比 べ る と腫 瘍 患 者 で有 意 の 低下 を
示 し(Fig.9),また と くに,pTisと 他 のstage群
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シ リー ズ4・5),およびT,B細 胞 サ ブセ ッ トに 関 係す
るLeuシ リー ズ6)の各 モ ノ クロ ー ナル 抗 体 に よ って,
正 常 対 照 群,膀 胱 腫 瘍 各stageにお い て の,Tお よ
びB細 胞 サ ブ セ ヅ トの 解 析 を 試 み た.
正 常 人,膀 胱 腫 瘍 患 者 の 末 梢血 のT,B細 胞 の 比 率
を 比 較 し た と こ ろ,膀 胱 腫 瘍 患 者 群 と正 常 者 との 間
で,Tcell,Bcel1の比 率 に 明 らか な 関 係 は 認 め ら
れ な か った.















Fig.6.OKT8のpT3群 とそ の 他 の 群 の 関 係
青池ら7)の胃癌患者 リンパ球 サブセットの解析の報
告 では,進 行癌症例 では,OKT4お よびOKT8
の低下が早期例に比べ認められ,特 にOKT8は 有意

































Fig.8.OKT4/OKT8ratioとpT3群とそ の 他 の
群 の関 係
お いては,OKT4,0KT4!OKT8比が・膀胱腫




















































Fig.11.Leu7のpT量s群 と そ の 他 の 群 の 関 係
このことより,膀胱腫瘍患者における本研究で,癌
の進行に より,OKT4/0KT8は低下 す る.こ れ
は,OKT4細 胞数の変動はあまりなく,OKT8細
胞数の高値が大きく関与しているものと思われた.





NK活 性の低下が認められ た としてい る.ま た,
Prossら14)によると所属 リンパ節転移を認め る患者
群でNK活 性の著 しい減少 を認めた.し か し,
Peterら見5)は有意の差は認められなかった と述べて
いる。一方,Horstら16)は,癌浸潤が増すにつれ,
間質お よび転移 リンパ節でのNK細 胞数の減少を
報告 している.
今回の研究では,Leu7細胞数が膀胱腫瘍患者にお
いては有意に低下を示 した.ま た とくにpTisと他
のstage群との間では,有 意の差をみとめた・ この
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